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(57)【要約】

　反射状態における反射像の歪みが低減された液晶パネ
ルを提供する。

　液晶パネル１００は、電圧の印加に応じて透過状態と
反射状態とに切り替わる。液晶パネル１００は、液晶素
子１０の一方側に第１透明粘着膜３１を介して設けられ
た吸収型偏光板２１と、液晶素子１０の他方側に第２透
明粘着膜３２を介して設けられた反射型偏光板２２と、
を備える。反射状態においては、吸収型偏光板２１側か
ら入射して液晶素子１０を透過した光が、反射型偏光板
２２の反射軸に沿う偏光軸の光となり、反射型偏光板２
２で反射される。透過状態においては、吸収型偏光板２
１側から入射して液晶素子１０を透過した光が、反射型
偏光板の反射軸と交差する透過軸に沿う偏光軸の光とな
り、反射型偏光板２２を透過する。第２透明粘着膜３２
の膜厚のムラ量の絶対値は、０．５μｍ以下である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】

　電圧の印加に応じて透過状態と反射状態とに切り替わる液晶パネルであって、

　液晶層と、前記液晶層に前記電圧を印加するための透明電極とを含む液晶素子と、

　前記液晶素子の一方側に第１透明粘着膜を介して設けられた吸収型偏光板と、

　前記液晶素子の他方側に第２透明粘着膜を介して設けられ、前記吸収型偏光板と前記液
晶素子を挟んで対向する反射型偏光板と、を備え、

　前記反射状態においては、前記吸収型偏光板側から入射して前記液晶素子を透過した光
が、前記反射型偏光板の反射軸に沿う偏光軸の光となり、前記反射型偏光板で反射され、

　前記透過状態においては、前記吸収型偏光板側から入射して前記液晶素子を透過した光
が、前記反射型偏光板の反射軸と交差する透過軸に沿う偏光軸の光となり、前記反射型偏
光板を透過し、

　前記第２透明粘着膜の膜厚のムラ量の絶対値は、０．５μｍ以下である、

　ことを特徴とする液晶パネル。
【請求項２】

　前記第１透明粘着膜の膜厚のムラ量の絶対値は、０．５μｍ以下である、

　ことを特徴とする請求項１に記載の液晶パネル。
【請求項３】

　前記反射状態において、光を４５度で入射させた場合の像鮮明度（ＪＩＳ：Ｋ７３７４
規格に準拠）が、光学櫛幅が０．１２５ｍｍにおいては５０％以上という条件と、光学櫛
幅が０．２５ｍｍにおいては７０％以上という条件との少なくともいずれかの条件を満た
す、

　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の液晶パネル。
【請求項４】

　前記吸収型偏光板と前記反射型偏光板との対向面の法線方向から見て、前記反射状態と
なることが可能な部分の面積は、４０ｃｍ２以上である、

　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の液晶パネル。
【請求項５】

　電圧の印加に応じて透過状態と反射状態とに切り替わる液晶パネルであって、

　液晶層と、前記液晶層に前記電圧を印加するための透明電極とを含む液晶素子と、

　前記液晶素子の一方側に第１透明粘着膜を介して設けられた吸収型偏光板と、

　前記液晶素子の他方側に第２透明粘着膜を介して設けられ、前記吸収型偏光板と前記液
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晶素子を挟んで対向する反射型偏光板と、を備え、

　前記反射状態においては、前記吸収型偏光板側から入射して前記液晶素子を透過した光
が、前記反射型偏光板の反射軸に沿う偏光軸の光となり、前記反射型偏光板で反射され、

　前記透過状態においては、前記吸収型偏光板側から入射して前記液晶素子を透過した光
が、前記反射型偏光板の反射軸と交差する透過軸に沿う偏光軸の光となり、前記反射型偏
光板を透過し、

　前記反射状態において、光を４５度で入射させた場合の像鮮明度（ＪＩＳ：Ｋ７３７４
規格に準拠）が、光学櫛幅が０．１２５ｍｍにおいては５０％以上という条件と、光学櫛
幅が０．２５ｍｍにおいては７０％以上という条件との少なくともいずれかの条件を満た
す、

　ことを特徴とする液晶パネル。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】

　本発明は、液晶パネルに関する。
【背景技術】
【０００２】

　特許文献１には、一対の基板間に封入された液晶層と、該一対の基板を挟んで位置する
吸収型偏光板及び反射型偏光板とを備え、透過状態と鏡状態（反射状態）とに切替可能な
液晶パネルが開示されている。特許文献１の液晶パネルは、透過状態において背後に位置
する対象（同文献では画像表示部）を視認可能とする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】

【特許文献１】特許第３４１９７６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】

　この種の液晶パネルにおいては、液晶が封入された基板に透明粘着膜を介して偏光板を
貼り付けるが、透明粘着膜の膜厚ムラに起因して、反射状態における反射像の歪みが顕著
に発生してしまう問題がある。
【０００５】

　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、反射状態における反射像の歪みが低
減された液晶パネルを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】

　上記目的を達成するため、本発明の第１の観点に係る液晶パネルは、

　電圧の印加に応じて透過状態と反射状態とに切り替わる液晶パネルであって、
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　液晶層と、前記液晶層に前記電圧を印加するための透明電極とを含む液晶素子と、

　前記液晶素子の一方側に第１透明粘着膜を介して設けられた吸収型偏光板と、

　前記液晶素子の他方側に第２透明粘着膜を介して設けられ、前記吸収型偏光板と前記液
晶素子を挟んで対向する反射型偏光板と、を備え、

　前記反射状態においては、前記吸収型偏光板側から入射して前記液晶素子を透過した光
が、前記反射型偏光板の反射軸に沿う偏光軸の光となり、前記反射型偏光板で反射され、

　前記透過状態においては、前記吸収型偏光板側から入射して前記液晶素子を透過した光
が、前記反射型偏光板の反射軸と交差する透過軸に沿う偏光軸の光となり、前記反射型偏
光板を透過し、

　前記第２透明粘着膜の膜厚のムラ量の絶対値は、０．５μｍ以下である、

　ことを特徴とする。
【０００７】

　上記目的を達成するため、本発明の第２の観点に係る液晶パネルは、

　電圧の印加に応じて透過状態と反射状態とに切り替わる液晶パネルであって、

　液晶層と、前記液晶層に前記電圧を印加するための透明電極とを含む液晶素子と、

　前記液晶素子の一方側に第１透明粘着膜を介して設けられた吸収型偏光板と、

　前記液晶素子の他方側に第２透明粘着膜を介して設けられ、前記吸収型偏光板と前記液
晶素子を挟んで対向する反射型偏光板と、を備え、

　前記反射状態においては、前記吸収型偏光板側から入射して前記液晶素子を透過した光
が、前記反射型偏光板の反射軸に沿う偏光軸の光となり、前記反射型偏光板で反射され、

　前記透過状態においては、前記吸収型偏光板側から入射して前記液晶素子を透過した光
が、前記反射型偏光板の反射軸と交差する透過軸に沿う偏光軸の光となり、前記反射型偏
光板を透過し、

　前記反射状態において、光を４５度で入射させた場合の像鮮明度（ＪＩＳ：Ｋ７３７４
規格に準拠）が、光学櫛幅が０．１２５ｍｍにおいては５０％以上という条件と、光学櫛
幅が０．２５ｍｍにおいては７０％以上という条件との少なくともいずれかの条件を満た
す、

　ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】

　本発明によれば、反射状態における反射像の歪みが低減された液晶パネルを提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
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【図１】本発明の一実施形態に係る液晶パネルの概略断面図である。
【図２】（ａ）は反射状態を説明するための図であり、（ｂ）は透過状態を説明するため
の図である。
【図３】（ａ）及び（ｂ）は、作成した各サンプルの反射特性を示す図である。
【図４】液晶パネルがどの程度のアクティブエリアを有する際に、好適であるかを説明す
るための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】

　本発明の一実施形態を、図面を参照して説明する。
【００１１】

　この実施形態に係る液晶パネル１００は、ねじれネマティック（ＴＮ（Twisted Nemati
c））型の液晶パネルであり、概略断面視で図１に示すように構成されている。液晶パネ
ル１００は、透過状態と反射状態に切替え可能に構成されている。透過状態における液晶
パネル１００は、図２（ａ）（ｂ）に示すように背後に配置された表示部２００の表示像
を観察者１に透かして視認させる。一方、反射状態における液晶パネル１００は、図２（
ａ）に示すように外光ＮＬなどを観察者１に向けて反射させる鏡として機能する。
【００１２】

　なお、以下では、説明の理解を容易とするため、液晶パネル１００の観察者１側を「表
側」、その反対側を「裏側」とし、各部を説明する。また、図面の見易さを考慮して、図
１及び図２（ａ）（ｂ）においては、適宜、断面を示すハッチングを省略した。また、液
晶パネル１００の機能を説明するための図２（ａ）（ｂ）においては、適宜の部材を省略
した。
【００１３】

　液晶パネル１００は、図１に示すように、液晶素子１０と、液晶素子１０の表側に位置
する吸収型偏光板２１と、液晶素子１０の裏側に位置する反射型偏光板２２と、を備える
。図示しないが、平面視における液晶パネル１００は、例えば、略矩形状をなしている。
【００１４】

　液晶素子１０は、図１に示すように、第１基板１１と、第２基板１２と、液晶層１３と
、を備える。
【００１５】

　第１基板１１及び第２基板１２は、互いに対向する一対の透明基板であり、例えば、ガ
ラス、プラスチック等から構成されている。第１基板１１と第２基板１２とは、液晶層１
３を挟んで対向するように、且つ、互いの主面（対向面）が平行となるように配置されて
いる。第１基板１１は、液晶層１３の表側に位置する。
【００１６】

　第１基板１１の液晶層１３側には、透明電極１１ａが設けられている。第２基板１２の
液晶層１３側には、透明電極１２ａが設けられている。透明電極１１ａ，１２ａは、スパ
ッタ、蒸着、エッチング等の公知の手法により形成されている。この実施形態においては
、透明電極１１ａ，１２ａは、各々、対応する基板面にベタ状に形成され、平面視で略矩
形状をなしている。透明電極１１ａ，１２ａは、酸化インジウムを主成分とするＩＴＯ（
Indium Tin Oxide）膜等から構成されている。透明電極１１ａ，１２ａを介しての液晶層
１３への電圧の印加は、パッシブとアクティブのいずれの駆動方式であってもよい。透明
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電極１１ａ，１２ａへの電圧の印加は、マイクロコンピュータ、駆動回路などを有する制
御部４０によって行われる。
【００１７】

　また、第１基板１１及び第２基板１２の各々には、図示しない絶縁膜や配向膜が形成さ
れている。絶縁膜は、シリコン系の絶縁膜からなり、透明電極１１ａ，１２ａの各々を液
晶層１３側から覆うように形成されている。また、絶縁膜と液晶層１３との間には、配向
膜が形成されている。つまり、第１基板１１には、透明電極１１ａ、絶縁膜、及び配向膜
が積層形成されている。また、第２基板１２には、透明電極１２ａ、絶縁膜、及び配向膜
が積層形成されている。
【００１８】

　配向膜は、液晶層１３と接し、液晶層１３が含む液晶分子１３ａ（図２（ａ）（ｂ）に
おいて模式的に表した）の配向状態を規定するためのものであり、例えばポリイミドから
、公知の方法（例えば、フレクソ印刷）によって形成される。配向膜には、ラビング処理
が施されている。この実施形態においては、表側の配向膜（つまり、第１基板１１に形成
された配向膜）のラビング方向と、裏側（つまり、第２基板１２に形成された配向膜）の
ラビング方向とは、基板法線方向（第１基板１１と第２基板１２の対向面の法線方向）か
ら見て略直交（丁度、直交も含む）する。このようにラビング処理が施された両配向膜に
より、液晶分子１３ａの配向が規制されている。なお、配向膜に施される配向処理は、ラ
ビング処理に限らず、光配向処理、突起配向処理等の他の公知の処理によってもよい。
【００１９】

　液晶層１３は、第１基板１１及び第２基板１２を接合するためのシール材（図示せず）
と両基板とによって形成される密閉空間に液晶材が封入されることによって形成される。
液晶層１３の厚み（セルギャップ）は、第１基板１１と第２基板１２との間に設けられた
スペーサ（図示せず）によって規定されている。液晶層１３の液晶分子１３ａは、配向膜
の配向規制力により、その長軸の向きが液晶層１３の第１基板１１側の端部と第２基板１
２側の端部とで９０°ねじれる（ツイスト角が９０°）とともに、一方の基板側から他方
の基板側にいくにつれて少しずつ回転（旋回）するように配向する（カイラル構造）。こ
のようにして、電圧無印加時における液晶層１３は、カイラリティを有する。
【００２０】

　吸収型偏光板２１は、透過軸（以下、第１透過軸ともいう）と、第１透過軸と直交する
吸収軸とを有する。吸収型偏光板２１は、入射した光のうち、第１透過軸と平行な偏光方
向の光を透過させる。
【００２１】

　反射型偏光板２２は、透過軸（以下、第２透過軸ともいう）と、第２透過軸と直交する
反射軸とを有する。反射型偏光板２２は、入射した光のうち、第２透過軸と平行な偏光方
向の光を透過させ、反射軸と平行な偏光方向の光を反射させる。
【００２２】

　この実施形態では、基板法線方向から見て、吸収型偏光板２１の第１透過軸と、反射型
偏光板２２の第２透過軸とが互いに略平行（丁度、平行も含む）となるように、両偏光板
は配置されている（平行ニコル配置）。また、表側の配向膜（つまり、第１基板１１に形
成された配向膜）のラビング方向と、吸収型偏光板２１の吸収軸が沿う方向とが、平行と
なるように設定されている。
【００２３】
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　吸収型偏光板２１は、第１基板１１の表側の面に、第１透明粘着膜３１を介して貼り付
けられている。反射型偏光板２２は、第２基板１２の裏側の面に、第２透明粘着膜３２を
介して貼り付けられている。なお、液晶素子１０と各偏光板の間に、位相差板などの光学
素子を設けてもよい。この場合は、液晶素子１０と偏光板の間に位置する光学素子に、当
該偏光板を貼り付ければよい。
【００２４】

　第１透明粘着膜３１、第２透明粘着膜３２は、各々、例えば、アクリル系の透明粘着剤
（アクリル系ポリマー）等から構成されている。第１透明粘着膜３１は、吸収型偏光板２
１の第１基板１１に貼り付けられる面に、透明粘着剤を塗工することで形成される。第２
透明粘着膜３２は、反射型偏光板２２の第２基板１２に貼り付けられる面に、透明粘着剤
を塗工することで形成される。この実施形態では、形成される第１透明粘着膜３１、第２
透明粘着膜３２の膜厚のムラ量の絶対値が、０．５μｍ以下となるように、バーコーター
又はロールコーターにより塗工される。なお、第１透明粘着膜３１、第２透明粘着膜３２
の膜厚のムラ量の絶対値が、０．５μｍ以下となるように塗工できる限りにおいては、他
のコーティング法を用いてもよい。膜厚のムラ量については、後述する。
【００２５】

　以上の構成からなる液晶パネル１００は、透過状態においては、図２（ｂ）に示すよう
に、表示部２００の表示光Ｌ（表示画像を表す光）を透過させる。液晶パネル１００の裏
側に位置する表示部２００は、例えば、バックライトを有する液晶表示ディスプレイや、
有機ＥＬ（Electro Luminescence）ディスプレイから構成され、液晶パネル１００に向か
って画像を表示する。なお、透過状態の液晶パネル１００が透かして視認させる対象は、
画像を表示する表示部２００に限られず、文字板や看板であったり、風景であったりして
もよい。
【００２６】

　ここで、液晶パネル１００は、次のように反射状態と透過状態とに切替えが可能となっ
ている。
【００２７】

（反射状態）

　駆動電圧が印加されていない状態では、液晶表示素子１００では、図２（ａ）に示すよ
うに、液晶分子１３ａが実質的に基板面と平行であり、液晶層１３はカイラリティを有し
たままである。この状態で、外光ＮＬが液晶パネル１００の表側から入射すると、吸収型
偏光板２１を透過して第１透過軸と平行な直線偏光となり、液晶層１３を透過すると、液
晶層１３のカイラリティにより９０°偏光方向が変換されて、反射型偏光板２２の反射軸
に沿う直線偏光となるため、反射型偏光板２２で反射される。この反射光は、液晶層１３
を透過して、再び偏光方向が９０°変換されるため、吸収型偏光板２１を透過する。この
ようにして、液晶パネル１００は、反射状態においては鏡として機能する。以下では、反
射状態の液晶パネル１００のうち、鏡として機能する部分をアクティブエリアと呼ぶ。
【００２８】

　一方、表示光Ｌが液晶パネル１００の裏側から入射すると、反射型偏光板２２を透過し
て第２透過軸と平行な直線偏光となり、液晶層１３を透過すると、９０°偏光方向が変換
されて、吸収型偏光板２１の吸収軸に沿う直線偏光となるため、吸収型偏光板２１を透過
できない。このように、表示光Ｌは液晶パネル１００の表側には進めないため、仮に表示
光Ｌが液晶パネル１００に入射したとしても表示部２００の表示画像は観察者１に視認さ
れない。なお、表示光Ｌは、表示部２００を出射する際に、第２の透過軸と平行な直線偏
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光としてもよい。
【００２９】

（透過状態）

　駆動電圧の印加時においては、液晶パネル１００では、図２（ｂ）に示すように、液晶
分子１３ａは、電圧の印加方向（基板法線方向）に沿うように配向し、そのカイラリティ
が失われる。この状態で、表示光Ｌが液晶パネル１００の裏側から入射すると、反射型偏
光板２２を透過して第２透過軸と平行な直線偏光となるが、液晶層１３を透過しても偏光
方向は変換されないため、第２透過軸と平行な第１透過軸を有する吸収型偏光板２１を透
過する。このようにして、液晶パネル１００は、表示光Ｌを透過させ、表示部２００の表
示画像を透かして視認させる。

　なお、外光ＮＬが液晶パネル１００の表側から入射すると、吸収型偏光板２１を透過し
て第１透過軸と平行な直線偏光のまま液晶層１３を透過するため、第１透過軸と平行な第
２透過軸を有する反射型偏光板２２を透過し、反射型偏光板２２では反射しない（漏れ光
による反射は除く）。
【００３０】

　ここからは、反射状態における反射像の歪みが低減された液晶パネル１００の諸条件を
どのようにして設定したかを、主に図３（ａ）（ｂ）を参照して説明する。
【００３１】

　本願発明者らは、反射像の歪みの発生が、第１透明粘着膜３１及び第２透明粘着膜３２
（特に、反射型偏光板２２を液晶素子１０に貼り付けるための第２透明粘着膜３２）の膜
厚のムラ（以下、「膜厚ムラ」とも言う）に起因することに着目し、当該膜厚の好適な条
件を見出すために、４種類の液晶パネルのサンプル（図３（ａ）（ｂ）に示す液晶パネル
Ａ～Ｄ）を作成した。
【００３２】

　液晶パネルＡ～Ｄは、液晶パネル１００と同様な構成を有するが、各々、第１透明粘着
膜３１及び第２透明粘着膜３２の膜厚ムラの範囲が異なるものである。図３（ａ）（ｂ）
の「Ｆ側」は、液晶素子１０の表側に位置する吸収型偏光板２１に対応する第１透明粘着
膜３１を表し、「Ｒ側」は、液晶素子１０の裏側に位置する反射型偏光板２２に対応する
第２透明粘着膜３２を表している。なお、各サンプルは、次の材料を用い作成したもので
ある。第１基板１１及び第２基板１２（厚み１．１ｍｍガラス基板：日本板硝子社製）、
液晶層１３を構成する液晶材（ＡＧＣセイミケミカル社製）、第１透明粘着膜３１及び第
２透明粘着膜３２（膜厚２５μｍ：ポラテクノ社製）、吸収型偏光板２１（ポラテクノ社
製）、反射型偏光板２２（３Ｍ社製、ＤＢＥＦ）。
【００３３】

　膜厚ムラは、図３（ａ）（ｂ）に示した、横軸を「位置（ｍｍ）」、縦軸を「膜厚ムラ
（μｍ）」とした測定結果のグラフを用いて説明すると、液晶パネル１００の水平方向（
図１における左右方向に対応）における基準位置（設定した膜厚を実現している位置）を
「０（ｍｍ）」とした場合における、垂直方向（図１における上下方向に対応。前記の基
板法線方向と同じ）のムラを表す。なお、図３（ａ）（ｂ）に示した測定結果のグラフは
、反射像の歪みの発生に特に影響する第２透明粘着膜３２についてのグラフであるが、第
１透明粘着膜３１の膜厚ムラについての考え方も同様である。また、膜厚ムラは、吸収型
偏光板２１、反射型偏光板２２の各々が液晶素子１０に貼り付けられた状態においての、
第１透明粘着膜３１、第２透明粘着膜３２の膜厚ムラを示す。
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【００３４】

　膜厚ムラに着目すると、まず、図３（ａ）に示すように、液晶パネルＡは、Ｆ側、Ｒ側
ともに、「±０．２μｍ」の範囲内に抑えたものであり、液晶パネルＢは、Ｆ側、Ｒ側と
もに、「±０．５μｍ」の範囲内に抑えたものである。また、図３（ｂ）に示すように、
液晶パネルＣは、Ｆ側を「±１．０μｍ」の範囲内に、Ｒ側を「±０．５μｍ」の範囲内
に抑えたものであり、液晶パネルＤは、Ｆ側を「±０．５μｍ」の範囲内に、Ｒ側を「±
１．０μｍ」の範囲内に抑えたものである。なお、Ｆ側、Ｒ側にかかわらず、膜厚ムラ「
±０．２μｍ」、「±０．５μｍ」は、バーコーター又はロールコーターでの塗工による
ものである。また、膜厚ムラ「±１．０μｍ」は、スリットコーター又はダイコーターで
の塗工によるものである。
【００３５】

　このように作成した４種類のサンプル（液晶パネルＡ～Ｄ）を目視により観察した。こ
の観察では、４段階の評価を行い、反射像の歪みが顕著であって商品性が好ましくない場
合を「×」、反射像の歪みがわかるが商品として許容可能である場合を「△」、反射像の
歪みがわかるが商品性が良好な場合を「○」、反射像の歪みがほとんどわからずに商品性
がより良好な場合を「◎」として、反射像の歪み評価を行った。図３（ｂ）に示すように
、液晶パネルＤは評価が「×」であり、商品として採用できないが、液晶パネルＣは評価
が「△」であり、許容範囲である。また、図３（ａ）に示すように、液晶パネルＢは評価
が「○」であり、液晶パネルＡは評価が「◎」である。
【００３６】

　以上の観察結果により、反射像の歪みを低減するには、少なくとも、反射型偏光板２２
側の「第２透明粘着膜３２の膜厚のムラ量の絶対値は、０．５μｍ以下」とする必要があ
り、より好ましくは、「第１透明粘着膜３１の膜厚のムラ量の絶対値は、０．５μｍ以下
」という条件も満たすようにすれば良いことがわかる。
【００３７】

　また、本願発明者らは、４種類のサンプル（液晶パネルＡ～Ｄ）の像鮮明度（写像性）
の測定も行った。この像鮮明度は、「ＪＩＳ：Ｋ７３７４」の規格に準拠したものであり
、試験片として、反射状態における各サンプル（液晶パネルＡ～Ｄ）の反射型偏光板２２
に対して、４５°の角度で試験光を入射させた場合の反射光の光量を、移動する光学櫛を
通して測定装置（スガ試験機社製ＩＣＭ－ＩＴ）で測定した。ここでは、光学櫛の幅を「
０．１２５ｍｍ」とした場合と、「０．２５ｍｍ」とした場合とで測定した。像鮮明度は
、試験片からの反射光の光学軸に直交する光学櫛を移動させ、光学軸上に櫛の透過部分が
位置している際の光量Ｍと、光学軸上に櫛の遮光部分が位置している際の光量ｍに基づき
、｛（Ｍ－ｍ）／（Ｍ＋ｍ）｝×１００の式により算出される値（％）である。
【００３８】

　このようにして測定した像鮮明度に着目すると、サンプルが商品評価として「×」とな
らずに、良好な商品性を実現するには、「光学櫛歯が０．２５ｍｍの場合では、像鮮明度
が７０％以上」を満たす必要があることがわかる（液晶パネルＡ、Ｂ、Ｃの欄を参照）。
そして、より好ましくは、「光学櫛歯が０．１２５ｍｍの場合では、像鮮明度が５０％以
上」という条件も満たすようにすれば良いことがわかる（液晶パネルＡ、Ｂの欄を参照）
。
【００３９】

（１）以上に説明した液晶パネル１００は、第２透明粘着膜３２の膜厚のムラ量の絶対値
は、０．５μｍ以下であるため、反射状態における反射像の歪みを低減することができる
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。

（２）また、第１透明粘着膜３１の膜厚のムラ量の絶対値も、０．５μｍ以下であるよう
にすれば、反射状態における反射像の歪みをより良好に低減することができる。

（３）また、第１透明粘着膜３１の膜厚と、第２透明粘着膜３２の膜厚とを適宜調整し、
反射状態において、光を４５度で入射させた場合の像鮮明度（ＪＩＳ：Ｋ７３７４規格に
準拠）が、光学櫛幅が０．１２５ｍｍにおいては５０％以上という条件と、光学櫛幅が０
．２５ｍｍにおいては７０％以上という条件との少なくともいずれかの条件を満たすよう
にすることにより、反射状態における反射像の歪みを低減することができる。
【００４０】

　なお、本発明は上記の実施形態及び図面によって限定されるものではない。これらに変
更（構成要素の削除も含む）を加えることができるのはもちろんである。
【００４１】

　以上の説明では、液晶パネル１００において、吸収型偏光板２１の第１透過軸と反射型
偏光板２２の第２透過軸とを平行に設定し、駆動電圧が印加されていない際に反射状態と
なり、駆動電圧の印加時に透過状態となる例（ノーマリ反射）を示したが、これに限られ
ない。吸収型偏光板２１の第１透過軸と、反射型偏光板２２の第２透過軸とを略直交に設
定し、駆動電圧の印加時に反射状態とし、駆動電圧が印加されていない状態で透過状態と
なるように液晶パネル１００を構成してもよい（ノーマリ透過）。ノーマリ透過の例では
、液晶パネル１００は、次のように反射状態と透過状態とに切り替えが可能となる。
【００４２】

（反射状態）

　駆動電圧の印加時においては、液晶パネル１００では、前述のように、液晶分子１３ａ
は、電圧の印加方向（基板法線方向）に沿うように配向し、そのカイラリティが失われる
。この状態で、外光ＮＬが液晶パネル１００の表側から入射すると、吸収型偏光板２１を
透過して第１透過軸と平行な直線偏光のまま液晶層１３を透過するため、第１透過軸と平
行な反射型偏光板２２の反射軸に沿う直線偏光となり、反射型偏光板２２で反射される。
この反射光は、そのまま再び液晶層１３を透過して、反射軸と略直交する第１透過軸を有
する吸収型偏光板２１を透過する。このようにして、液晶パネル１００は、反射状態にお
いては鏡として機能する。

　一方、表示光Ｌが液晶パネル１００の裏側から入射すると、反射型偏光板２２を透過し
て第２透過軸と平行な直線偏光となり、そのまま液晶層１３を透過するため、第２透過軸
と平行な吸収軸を有する吸収型偏光板２１を透過できない。このように、表示光Ｌは液晶
パネル１００の表側には進めないため、仮に表示光Ｌが液晶パネル１００に入射したとし
ても表示部２００の表示画像は観察者１に視認されない。
【００４３】

（透過状態）

　駆動電圧が印加されていない状態では、液晶パネル１００では、前述のように、液晶分
子１３ａが実質的に基板面と平行であり、液晶層１３はカイラリティを有したままである
。この状態で、表示光Ｌが液晶パネル１００の裏側から入射すると、反射型偏光板２２を
透過して第２透過軸と平行な直線偏光となり、液晶層１３を透過すると、液晶層１３のカ
イラリティにより９０°偏光方向が変換されて、第２透過軸と略直交する第１透過軸を有
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する吸収型偏光板２１を透過する。このようにして、液晶パネル１００は、表示光Ｌを透
過させ、表示部２００の表示画像を透かして視認させる。

　なお、外光ＮＬが液晶パネル１００の表側から入射すると、吸収型偏光板２１を透過し
て第１透過軸と平行な直線偏光となり、液晶層１３を透過すると、液晶層１３のカイラリ
ティにより９０°偏光方向が変換されて、第１透過軸と平行な反射型偏光板２２の反射軸
と略直交する第２透過軸に沿う直線偏光となり、第２透過軸を有する反射型偏光板２２を
透過し、反射型偏光板２２では反射しない（漏れ光による反射は除く）。
【００４４】

　また、液晶パネル１００の用途も任意である。時計や携帯端末（例えば、透過状態で液
晶パネル１００の裏側にある表示部２００による情報表示を行い、反射状態では鏡として
機能）や、所定の窓の透過・反射制御（例えば、透過状態で景色を透過する窓となり、反
射状態で鏡として機能）や、車のサイドミラーやルームミラー（例えば、透過状態で液晶
パネル１００の裏側にある表示部２００により車両情報やカメラ画像を表示）など種々の
用途に適用可能である。但し、反射状態の液晶パネル１００のうち、鏡として機能する部
分であるアクティブエリアの面積（基板法線方向から見た場合の面積）が４０ｃｍ２以上
である場合に、以上に説明した液晶パネル１００は、より好適である。以下、図４を参照
して理由を述べる。
【００４５】

　本願発明者らは、液晶パネル１００と同様な構成であるが、あえて、第１透明粘着膜３
１と第２透明粘着膜３２が、「膜厚のムラ量の絶対値は、０．５μｍ以下」という条件を
満たさない液晶パネル（図４に示すように、膜厚ムラが±１．０μｍの範囲となるもの）
を複数用意した。このように、反射像の歪みが顕著に生じる液晶パネルを複数用意し、各
々のアクティブエリアの面積が、「３」、「７」、「４０」、「１３５」（ｃｍ２）と異
なるようにした。そして、このように作成した４種類のパネルを目視により観察し、３階
の評価を行った。この評価では、反射像の歪みが目立つものを「×」、反射像の歪みがわ
かるが気にならないものを「△」、反射像の歪みほとんど気にならないものを「○」とし
ている。
【００４６】

　図４を参照すると、アクティブエリアの面積が３ｃｍ２～４０ｃｍ２の範囲では、あえ
て反射像の歪みが生じやすい膜厚（第１透明粘着膜３１、第２透明粘着膜３２の膜厚）条
件にしても、反射像の歪みが気にならないことがわかる。一方、アクティブエリアの面積
が４０ｃｍ２以上となると、反射像の歪みが気になってくることがわかる。つまりは、ア
クティブエリアの面積が４０ｃｍ２以上となる場合にこそ、反射像の歪みを低減する重要
性が高まってくることがわかる。
【００４７】

　したがって、液晶パネル１００は、その用途は限られるものではないが、アクティブエ
リア（反射状態となることが可能な部分）の面積が４０ｃｍ２以上となる場合に、特に好
適である。

　なお、アクティブエリアの面積は、例えば、基板法線方向（吸収型偏光板２１と反射型
偏光板２２との対向面の法線方向と同じ）から見た場合の面積である。なお、駆動電圧の
印加時に反射状態とし、駆動電圧が印加されていない状態で透過状態となるように液晶パ
ネル１００を構成した場合は、液晶層１３に電圧が印加される領域（基板法線方向におい
て、透明電極１１ａと透明電極１２ａとが重なる領域）がアクティブエリアとなる。
【００４８】
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　また、以上では、基板法線方向から見た場合の液晶パネル１００が略矩形状であるとし
たが、円形状、多角形状などであってもよく、形状は用途に応じて任意である。同様に、
基板法線方向から見た場合の透明電極１１ａ、１２ａの形状も任意である。
【００４９】

　また、以上では、液晶素子１０がツイスト角が９０°であるＴＮ型の液晶である例を示
したが、これに限られない。前記した反射状態と透過状態とが液晶層１３への電圧の印加
に応じて実現可能であれば、ツイスト角は、９０°未満であってもよいし、９０°より大
きくてもよい。例えば、液晶素子１０は、ＳＴＮ（Super Twisted Nematic）型のもので
あってもよい。また、反射状態と透過状態とが液晶層１３への電圧の印加に応じて実現可
能であれば、吸収型偏光板２１の第１透過軸と、反射型偏光板２２の第２透過軸とは、平
行又は直交の関係でなくともよいし、これらの光学軸と配向膜のラビング方向とも、平行
又は直交の関係でなくともよい。透過状態での視角特性や反射状態での反射特性を勘案し
て、各光学軸を適宜ずらすことも可能である。
【００５０】

　以上の説明では、本発明の理解を容易にするために、公知の技術的事項の説明を適宜省
略した。
【符号の説明】
【００５１】

１００…液晶パネル

　１０…液晶素子

　１１…第１基板、１１ａ…透明電極、１２…第２基板、１２ａ…透明電極

　１３…液晶層、１３ａ…液晶分子

　２１…吸収型偏光板

　２２…反射型偏光板

　３１…第１透明粘着膜

　３２…第２透明粘着膜
　４０…制御部
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【国際調査報告】



(15) JP WO2018/116895 A1 2018.6.28

10

20

30

40



(16) JP WO2018/116895 A1 2018.6.28

10

20

30

40



(17) JP WO2018/116895 A1 2018.6.28

10

20

30

40



(18) JP WO2018/116895 A1 2018.6.28

10

フロントページの続き

(81)指定国・地域　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DJ,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,G
T,HN,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JO,JP,KE,KG,KH,KN,KP,KR,KW,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX
,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,
TN,TR,TT

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 液晶面板

公开(公告)号 JPWO2018116895A1 公开(公告)日 2019-10-24

申请号 JP2018557690 申请日 2017-12-12

[标]申请(专利权)人(译) 日本精机株式会社

申请(专利权)人(译) 日本精机株式会社

[标]发明人 山口雅彦

发明人 山口 雅彦
沼前 亜由子

IPC分类号 G02F1/1335 G02F1/13

CPC分类号 G02F1/13 G02F1/1335

FI分类号 G02F1/1335.510 G02F1/13.505

F-TERM分类号 2H088/EA36 2H088/GA02 2H088/HA02 2H088/HA18 2H088/HA21 2H088/JA05 2H088/JA13 2H088
/MA20 2H291/FA22X 2H291/FA25Z 2H291/FA95X 2H291/FA95Z 2H291/FD09 2H291/FD10 2H291
/FD35 2H291/GA05 2H291/GA23 2H291/HA06 2H291/HA09 2H291/KA04 2H291/LA40 2H291/MA06

优先权 2016246432 2016-12-20 JP

外部链接 Espacenet

摘要(译)

提供一种液晶面板，其中减少了反射状态下的反射图像的失真。 液晶面
板100响应于电压的施加在透射状态和反射状态之间切换。 液晶面板100
设置有吸收性偏振片21，该吸收性偏振片21通过第一透明粘合膜31设置
在液晶元件10的一侧，并且通过第二透明粘合膜32设置在液晶元件10的
另一侧。 和反射偏振片22。 在反射状态下，从吸收型偏振片21侧入射并
透过液晶元件10的光成为沿着反射型偏振片22的反射轴的偏振轴的光，
并被反射型偏振片22反射。 在透射状态下，从吸收型偏振片21侧入射并
透过液晶元件10的光成为沿着与反射型偏振片的反射轴相交的透射轴的
偏振轴的光。 透明的。 第二透明粘合膜32的膜厚不均量的绝对值为0.5
μm以下。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/a77d77b1-1210-41f7-9442-1ff18185dd61
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/062627368/publication/JPWO2018116895A1?q=JPWO2018116895A1

